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要旨 

 

“Ladies and gentlemen!”と演説などで用いられる表現として浸透しているジェントル

マン。周知の通り、ジェントルマン (gentleman) という語を和訳すると紳士というもの

になるが、「英国紳士」という表現が存在するように、イギリスという国とジェントルマン

とは密接な関係がある。一方、作家のイアン・フレミング (Ian Fleming) が創作したジェー

ムズ・ボンド (James Bond) といえば、「007」のコードネームを持つ架空のスパイである。

フレミングが執筆した 12 冊の長編小説と、2 冊の短編小説との他に、2014 年現在までに

23 作の映画が製作されている。イギリス国内に限らず、世界中で絶大な人気を誇るボンド

は、しばしば紳士と表現される。ボンドは本当にジェントルマンといえるのだろうか。 

本稿の趣旨は、ジェームズ・ボンドというキャラクターを通してイギリス社会の一断面

を見るという異文化理解である。先述したジェントルマンとはどのような人物を指すのだ

ろうか。時代によって定義が異なり、貴族とも異なる。具体的に説明することが困難であ

るうえ、ジェントルマンを理解するためには歴史的な知識を要するものである。さらに、

ジェームズ・ボンドは任務を遂行する際に対決する敵を殺める。人を殺めるという行為は

人間として許されるのだろうか。彼はなぜジェントルマンとして人気を保持し続けるのだ

ろうか。以上のことから、本稿では研究の目的を 3 点挙げる。 

 

(1) ジェントルマンの歴史をひも解き、ジェントルマンの人物像、特徴、教育の 3 点を

概観する。 

(2) 小説と映画とを通して、ジェームズ・ボンドの歴史を調査する。 

(3) ジェームズ・ボンドの描写を参考に、現代におけるジェントルマンの定義を考察す

る。 

 

以上の 3 点を基に、本稿は 3 章立てとし、それぞれの目的を第 1 章から第 3 章にて論じる。

第 1 章「ジェントルマンの特徴とその教育」では、目的 (1) を中心として、ジェントルマ

ンの人物像、特徴、教育の 3 点について論じる。ジェントルマンの成り立ちという歴史的

側面を概観し、ジェントルマンのライフスタイル、教育機関であるパブリック・スクール

や高等教育機関 (オックスフォード大学とケンブリッジ大学) などを取り上げる。 

第 2 章「ジェームズ・ボンドの歴史」では、目的 (2) を中心として、原作者及び小説・

映画のすべての作品、原作におけるボンドの人物像、映画での描写の 3 点について論じる。

原作者のイアン・フレミングはどのような経緯でボンドを創作したのか、フレミング以外

の作家がどのような小説を執筆したのか、映画におけるボンドはどのような俳優が演じ、

特徴があるのかということを探る。 

第 3 章「ジェームズ・ボンドを通して考察する現代のジェントルマンシップ」では、目

的 (3) を中心として、ボンドの描写を参考として、現代におけるジェントルマンの姿を論

じる。ジェントルマンとスパイという 2 点には何か関連するものがあるのかということを

論じ、ボンドの家系やユーモア、さらに女性に対する姿勢からジェントルマンの要素を浮

き彫りにし、終章において現代におけるジェントルマンの定義を考察する。 
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